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開会挨拶　神山俊昭
（京都文化博物館  副館長･学習普及連携室長）

趣旨説明
話題提供１　

「三条通の近代建築　その歴史と魅力」
笠原 一人氏

休憩
パネルディスカッション

閉会挨拶　森本浩行（京の三条まちづくり協議会会長）
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お申込方法

会場アクセス

話題提供者プロフィール
□笠原  一人（かさはら  かずと）

三条通の近代洋風建築群
－その魅力に迫る－

博学社連携シンポジウム４

三条通には明治から昭和初期に建てられた近代洋
風建築が集積しています。この度、近代建築、および
そのまちづくりへの展開に関する専門家、また近代
建築の所有者・管理者をお招きし、三条通の魅力を
探るシンポジウムを開催することとなりました。歴史
都市京都の一側面としての近代洋風建築の魅力を再
発見するとともに、まちの資源としていかに維持・活
用して行くべきかについて議論を深めます。

パネリスト（上記２氏に加え）
　□ 塚本 喜左衛門氏（ツカキグループ 代表取締役社長）

　□ 若林 広幸氏（（株）若林広幸建築研究所代表）
　□ 村野 正景（京都文化博物館学芸員）
　□ 森本 浩行（京の三条まちづくり協議会会長）

京都 国登録文化財所有者の会 会長／ＮＰＯ三方よし研究所 理事長

コーディネーター
　□ 笠原 一人 氏 
パネリスト
　□ 嘉名 光市 氏 
　□ 塚本 喜左衛門氏
　□ 若林 広幸氏
　□ 村野 正景
　□ 森本 浩行話題提供

　□ 笠原 一人 氏 （京都工芸繊維大学助教）
　　『三条通の近代建築　その歴史と魅力』
　□ 嘉名 光市 氏 （大阪市立大学大学院工学研究科教授）
　　『生きた建築の可能性　イケフェス大阪の取り組み』

●日時     　　　月　 　   日  （土）

●会場

三条通の近代建築ツアー

三条通の近代建築ツアー

２月 24日 ( 土 ) 午前開催

月                日 ( 土 )2  24

※詳しくは裏面をご確認ください。

３３
13:30 受付開始
14:00 開始  17:00 終了
京都文化博物館
　　　　　別館ホール

平成 29 年度地域の核となる
美術館･歴史博物館支援事業

1970 年生まれ。1998 年京都工芸繊維大学大学院博士課程修
了。2010ｰ11 年オランダ・デルフト工科大学客員研究員。住
宅遺産トラスト関西理事。DOCOMOMO Japan 幹事。近代建
築史・建築保存再生論専攻。共著に『近代建築史』（昭和堂）、
『関西のモダニズム建築』（淡交社）、『村野藤吾の住宅デザイ
ン』（国書刊行会）、『村野藤吾の建築－模型が語る豊穣な世界
－』（青幻舎）ほか。

東京工業大学大学院博士後期課程修了。シンクタンク，大阪
市立大学講師を経て現職。
大阪市，神戸市など関西圏を中心に，公共空間の利活用社会
実験やエリアマネジメント活動などの都市再生に取り組む。
「水都大阪のまちづくり」で日本都市計画学会石川賞を共同
受賞，「大阪市「生きた建築ミュージアム事業」による建築文
化の振興」で日本建築学会業績賞を共同受賞。主な著作に「都
市を変える水辺アクション 実践ガイド」（編著），「生活景」（共
著 )，「景観再考」（共著）など。

〇定員：20 名（申込み先着順）
〇参加費：無料
〇申込方法
　　下記事項を記載の上、Ｅメールでお申込みください。参
　　加の可否を事務局より返信させていただきます。
　　　　　　メールタイトル：【近代建築ツアー申込】
　　　　　　記載事項：  ①お名前　②電話番号
〇申込先
　　　　　　京の三条まちづくり協議会事務局
　　　　　　kyo.sanjo.street@gmail.com

三条通に残る近代建築の見どころを、専門家がご案内します。時代背景
とデザインの特徴、設計者の人物像、保存方法の特色、地域まちづくり、
まちなみ景観等について、一つ一つの建築を見て回ります。

案内人：（一社）京都府建築士会 まちづくり委員会メンバー

9:15 受付開始　9:30 開始　12:00 終了

集合：ウイングス京都・ セミナー室 A
 　　　　　　　　　　　　（東洞院通六角下る）

□嘉名  光市（かな  こういち）
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話題提供２
「生きた建築の可能性
　　　　イケフェス大阪の取り組み」

嘉名 光市氏
14:40
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